
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 島根県立大学短期大学部 
設置者名 公立大学法人 島根県立大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

短期大学部 保育学科 夜 ・

通信 
2 9 

38 49 7 ― 

総合文化学科 夜 ・

通信 

30 41 7 ― 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページに掲載する。 

掲載先アドレス：http://www.u-shimane.ac.jp/announce/tanki/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 島根県立大学短期大学部 
設置者名 公立大学法人 島根県立大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページにて公表 

URL：http://www.u-shimane.ac.jp/foundation/publication/officer.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 島根電工株式会社代表

取締役社長 

2019.4.1 ～

2021.3.31 

地域社会が大学に

求めている意見を

企業経営者の立場

から、大学運営に反

映させる 

非常勤 株式会社岩多屋最高顧

問 

2019.4.1 ～

2021.3.31 

同上 

非常勤 株式会社三維取締役会

長 

2019.4.1 ～

2021.3.31 

同上 

（備考） 

 

  



  

 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 島根県立大学短期大学部 

設置者名 公立大学法人 島根県立大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

シラバス作成の手引きを作成し、各項目における表記のポイント及び記載例を具体

的に例示している。併せて作成スケジュールも明記し、公開までの進行管理を行って

いる。次年度のシラバス公開は凡そ 3月下旬を予定している。作成されたシラバスは

広く公開することとし、学外者であってもホームページにおいて PDF の閲覧やシステ

ムによる検索が可能である。 

授業計画書の公表方法 
ホームページにて公表 

http://www.u-shimane.ac.jp/announce/tanki/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業科目毎に作成されたシラバスに明記されている評価方法（出席点〇％、レポ

ート〇％、小テスト〇％、期末テスト〇％、授業態度〇％等、授業科目によって異

なる。）により、100 点満点で採点を行い、結果を下記のとおり評価する。 

90～100  秀 

80～89  優 

70～79  良 

60～69  可 

0～59   不可 

 このうち、「可」以上の成績を修めたものを合格とし、単位を与える。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

「島根県立大学・島根県立大学短期大学部におけるＧＰＡ制度の取り扱いに関す

る要項」を策定し、要項に基づき学部毎に運用している。GPA は下記の計算式で算出

し、学期 GPA 及び累計 GPA を学生に公表し、自身による学修成果の確認が容易にな

るよう取り組んでいる。 

 
（１）学期ＧＰＡの計算式 

当該学期の「秀」の単位数×4＋「優」の単位数×3＋「良」の単位数×2＋「可」の単位数×1 
当該学期の総履修登録単位数 

 
（２）累積ＧＰＡの計算式 

全期間の「秀」の単位数×4＋「優」の単位数×3＋「良」の単位数×2＋「可」の単位数×1 
全期間の総履修登録単位数 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
「履修の手引き」等学生に配布する資料により公表してい

る。 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

下記の通りディプロマ・ポリシーを策定し、方針に基づいた卒業認定を実施して

いる。卒業必須 64単位を取得し、以下のディプロマポリシーに基づく能力や知識等

を身につけている学生について、卒業認定会議を経て卒業者を決定する。 

島根県立大学短期大学部 

［知識・技能］ 

・ 人間と文化について基礎的な知識や技能を身に付けている。 

［思考力・判断力・表現力］ 

・ 課題に向けて自ら考え、表現する力を身に付けている。 

［関心・意欲・態度］ 

・ 人々と協働して地域社会に貢献しようとする態度を身に付けている。 

 短期大学部 

 保育学科 総合文化学科  

［知識・技能］ 
・ 保育及び関連する諸分野に関する基礎的な知

識及び技能を身に付けている。 
 
［思考力・判断力・表現力］ 
・ 学修した基礎知識や技能を用いて課題解決に向

けた思考判断ができる。 
・ 保育をめぐる諸課題を把握し、自らの考えを述べ

ることができる。 
 
［関心・意欲・態度］ 
・ 地域社会において保育者としての役割を果たす

ことができる人権感覚、倫理観及び職業観を身に

付けている。 

［知識・技能］ 
・ 島根、日本および世界の文化に関する基礎的な

知識を身に付けている。 
・ 情報化に対応したコンピュータの基礎的な技能

を身に付けている。 
・ 国際化に対応した言語の基礎的な運用能力を

身に付けている。 
 
［思考力・判断力・表現力］ 
・ 総合文化学科における幅広い学びの中から、主

体的に課題を設定することができる。 
・ 設定した課題について、自らが思考・判断・表現

するために必要な、日本語の基礎的能力を身に付

けている。 
 
［関心・意欲・態度］ 
・ 身の回りの地域で生起している諸課題と主体的

にかかわる態度を身に付けている。 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ホームページにて公表。 

http://www.u-shimane.ac.jp/university/policy/ 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 島根県立大学短期大学部 

設置者名 公立大学法人 島根県立大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホームページにて公表。 
http://www.u-
shimane.ac.jp/foundation/publication/ 

収支計算書又は損益計算書 
ホームページにて公表。 
http://www.u-
shimane.ac.jp/foundation/publication/ 

財産目録 ― 

事業報告書 
ホームページにて公表。 
http://www.u-
shimane.ac.jp/foundation/publication/ 

監事による監査報告（書） 
ホームページにて公表。 
http://www.u-
shimane.ac.jp/foundation/publication/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：公立大学法人島根県立大学平成 31 年度計画 対象年度：H31(R1)） 

公表方法：ホームページにて公表。 

http://www.u-shimane.ac.jp/foundation/publication/chukikeikaku3nd.html 
中長期計画（名称：公立大学法人島根県立大学第３期中期計画 対象年度：H31(R1)～R6） 

公表方法：ホームページにて公表。 

http://www.u-shimane.ac.jp/foundation/publication/chukikeikaku3nd.html 
 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：ホームページにて公表。http://www.u-shimane.ac.jp/foundation/31check/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：ホームページにて公表。http://www.u-shimane.ac.jp/foundation/31check/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
 

学部名等：短期大学部 

教育研究上の目的（公表方法：「シラバス」に記載。） 

（概要） 

保育学科 総合文化学科 

島根県立大学短期大学部は、地域における教育研究の拠点として、学生の学ぶ意欲を高め、豊かな

人間性を育むことによって、課題探求力及び実践力を兼ね備えた人材を育成するとともに、地域への知

の還元や地域課題解決への支援を通じて地域と協働し、地域社会の文化及び福祉の向上に寄与するこ

とを目的とする。 

保育学を中心に、教育学、心理学、社会福祉、

音楽、体育、美術、小児保健等の各分野を教育研

究対象として、保育士及び幼稚園教諭の養成を行

うとともに、現代の子育てを取り巻く社会及び家庭

環境の変化等に伴う、より高度で多岐にわたる専

門性が求められていることを踏まえ、これら広範

囲にわたる分野について総体的に保育学幼児教

育学に関する研究に取り組むこと。 

島根、日本および世界の文化に関する基礎的な

知識と技能を身につけ、グローカルな視点から地域

社会と主体的に関わることができる人材を養成する

とともに、人類学、言語学、文学、情報学等の各分野

において、文化および文化資源に関する教育研究に

学際的かつ多面的に取り組むこと。 
 
 
 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページにて公表。 

http://matsuec.u-shimane.ac.jp/department/tandaibu/3policy/） 

（概要） 

保育学科 総合文化学科 

［知識・技能］ 
・ 人間と文化について基礎的な知識や技能を身に付けている。 
［思考力・判断力・表現力］ 
・ 課題に向けて自ら考え、表現する力を身に付けている。 
［関心・意欲・態度］ 
・ 人々と協働して地域社会に貢献しようとする態度を身に付けている。 

［知識・技能］ 
・ 保育及び関連する諸分野に関する基礎的な知

識及び技能を身に付けている。 
 
 
 
［思考力・判断力・表現力］ 
・ 学修した基礎知識や技能を用いて課題解決に

向けた思考判断ができる。 
・ 保育をめぐる諸課題を把握し、自らの考えを述

べることができる。 
 
 
［関心・意欲・態度］ 
・ 地域社会において保育者としての役割を果たす

［知識・技能］ 
・ 島根、日本および世界の文化に関する基礎的な

知識を身に付けている。 
・ 情報化に対応したコンピュータの基礎的な技能を

身に付けている。 
・ 国際化に対応した言語の基礎的な運用能力を身

に付けている。 
 
［思考力・判断力・表現力］ 
・ 総合文化学科における幅広い学びの中から、主

体的に課題を設定することができる。 
・ 設定した課題について、自らが思考・判断・表現す

るために必要な、日本語の基礎的能力を身に付けて

いる。 
 
［関心・意欲・態度］ 



  

ことができる人権感覚、倫理観及び職業観を身に

付けている。 
・ 身の回りの地域で生起している諸課題と主体的に

かかわる態度を身に付けている。 
 
 
 
 
 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページにて公表。 

http://matsuec.u-shimane.ac.jp/department/tandaibu/3policy/） 

（概要） 

保育学科 総合文化学科 

 短期大学部では、２年間の体系的な教育課程を編成するため、科目の大きな区分として［基礎科目］［専

門科目］の科目区分を設け、以下のとおりカリキュラムポリシーを定める。 
 
・人間と文化、社会、自然のそれぞれの関わりについて基礎的な知識を身に付けるため、［基礎科目］に

［人間と世界の理解］の科目群を設ける。 
・ 島根における地域の特色や課題について理解を深め、地域共生の精神を育むため、［基礎科目］の

［人間と世界の理解］科目群の中に［地域］科目群を設ける。 
・ 保育並びに文化に関する専門性を育成するため、［専門科目（保育学科）／専門科目（総合文化学

科）］により、両学科の教育課程に従って専門的な学びを深め、２年次に学びの集大成を図る。 
・ 地域における保育や文化に関心を持ち、地域で活躍できる実践力を育成するため、［基礎科目］［専門

科目（保育学科）／専門科目（総合文化学科）］の全体を通して、実習、演習、フィールドワークなど体験型

の学修機会を積極的に設ける。 

 
１ 地域における人間の生き方や文化の様態につ

いて価値を見出す能力の育成を目指して、「しま

ね地域共生学入門」「しまねボランティア研修」を

含む、［基礎科目］を編成する。 
 
 
 
２ 子どもの発達や保育課題についての実践的専

門性の育成を行うために、保育及び関連する諸分

野に関する［専門科目］を編成する。 
 
 
 
３ 集団での協同的実践力の育成を行うことを目

的として、グループによるアクティブラーニングと

実習体験活動の科目を配置する。 

 
１ コンピュータの基礎的な技能の養成を目指して、

［基礎科目］に［情報リテラシー］科目群を配置する。 
 
２ 主体的に課題を設定し、自ら思考・判断・表現す

るために必要な日本語の基礎的能力の養成を目的

として、［専門科目］に［総合文化プロジェクト］科目群

を配置する。 
 
３ 島根、日本および世界の文化に関する基礎的な

知識の習得を目的として、［専門科目］に［日本と世

界の文化］［言語と文化］［文化資源の活用］の科目

群を配置する。 
 
４ 国際化に対応した言語の基礎的な運用能力の養

成を目指して、［専門科目］に［言語と文化］科目群を

配置する。 
 
５ 身の回りの地域で生起している諸課題と主体的

にかかわる態度の育成を目的として、［専門科目］に

［文化資源の活用］［総合文化研修］の科目群を配置

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページにて公表。 

http://matsuec.u-shimane.ac.jp/department/tandaibu/3policy/） 

（概要） 

 保育学科 総合文化学科 

［知識・技能］ 
・ 高等学校における基本的な教科を理解し、短期大学で学んでいく上で必要な基礎的学力を有している

人 
［思考力・判断力・表現力］ 
・ 基礎的コミュニケーション能力を持ち、自分の考えを的確に表現できる人 
［関心・意欲・態度］ 
・ 多様な視点から学び、その成果を地域のために役立てる意欲のある人 

［知識・技能］ 
・ 短期大学で学んでいく上で必要な基礎的な学

力を有している人 
 
［思考力・判断力・表現力］ 
・ 課題の内容を理解し、自分の考えを的確に言

葉や文章によって伝えることができる人 
 
［関心・意欲・態度］ 
・ 保育者として、他者と協調しながら社会に貢献

していこうとする強い意欲を有している人 

［知識・技能］ 
・ 他者とコミュニケートするために必要とされる国語

と英語の基礎的な技能を有している人 
 
［思考力・判断力・表現力］ 
・ 短期大学で主体的に考えを進めてゆくために必要

な思考力・判断力・表現力を有している人 
 
［関心・意欲・態度］ 
・ 日本と海外諸地域における文化と社会に関する

様々な事象に対して興味・関心を有している人 
・ 地域が抱える社会的・文化的諸課題を共感をもっ

て理解し、その解決に向けて地域の多様な人びとと

協働する意欲と態度を有している人 
 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：ホームページにて公表。URL：http://www.u-shimane.ac.jp/announce/tanki/ 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4 人 ― 4 人

短期大学部 

保育学科 
― 

4 人 0人 3人 0人 0人 7人

短期大学部 

総合文化学科 
― 

2 人 2人 2人 0人 0人 6人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 13 人 13 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：ホームページにて公表。 

http://www.u-shimane.ac.jp/announce/tanki/ 
c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

短期大学部 

保育学科 40 人 42 人 105％ 80 人 84 人 105％
― ―

短期大学部 

総合文化学科 40 人 42 人 105％ 80 人 90 人 112％
― ―

合計 80 人 84 人 105％ 160 人 174 人 108％ 0 人 0人

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

短期大学部 

保育学科 

53 人

（100％）

0人

（0％）

53 人

（100％）

0人

（0％）

短期大学部 

総合文化学科 

152 人

（100％）

10 人

（6.6％）

133 人

（87.5％）

9人

（59.2％）

合計 
205 人

（100％）

10 人

（4.9％）

186 人

（90.7％）

9人

（4.4％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

シラバス作成の手引きを作成し、各項目における表記のポイント及び記載例を具体的に

例示している。併せて作成スケジュールも明記し、公開までの進行管理を行っている。次

年度のシラバス公開は凡そ 3 月下旬を予定している。作成されたシラバスは広く公開す

ることとし、学外者であってもホームページにおいて PDF の閲覧やシステムによる検索

が可能である。（再掲） 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

＜学修の成果に係る評価について＞ 

授業科目毎に作成されたシラバスに明記されている評価方法（出席点〇％、レポート

〇％、小テスト〇％、期末テスト〇％、授業態度〇％等、授業科目によって異なる。）

により、100 点満点で採点を行い、結果を下記のとおり評価する。 

90～100  秀 

80～89  優 

70～79  良 

60～69  可 

0～59   不可 

 このうち、「可」以上の成績を修めたものを合格とし、単位を与える。 

 

＜卒業又は修了の認定に当たっての基準について＞ 

島根県立大学短期大学部 

［知識・技能］ 

・ 人間と文化について基礎的な知識や技能を身に付けている。 

［思考力・判断力・表現力］ 

・ 課題に向けて自ら考え、表現する力を身に付けている。 

［関心・意欲・態度］ 

・ 人々と協働して地域社会に貢献しようとする態度を身に付けている。 



  

 短期大学部 

 保育学科 総合文化学科  

［知識・技能］ 
・ 保育及び関連する諸分野に関する基礎的な知識

及び技能を身に付けている。 
 
 
 
 
 
［思考力・判断力・表現力］ 
・ 学修した基礎知識や技能を用いて課題解決に向け

た思考判断ができる。 
・ 保育をめぐる諸課題を把握し、自らの考えを述べる

ことができる。 
 
［関心・意欲・態度］ 
・ 地域社会において保育者としての役割を果たすこ

とができる人権感覚、倫理観及び職業観を身に付け

ている。 

［知識・技能］ 
・ 島根、日本および世界の文化に関する基礎的な知

識を身に付けている。 
・ 情報化に対応したコンピュータの基礎的な技能を

身に付けている。 
・ 国際化に対応した言語の基礎的な運用能力を身

に付けている。 
 
［思考力・判断力・表現力］ 
・ 総合文化学科における幅広い学びの中から、主体

的に課題を設定することができる。 
・ 設定した課題について、自らが思考・判断・表現す

るために必要な、日本語の基礎的能力を身に付けて

いる。 
 
［関心・意欲・態度］ 
・ 身の回りの地域で生起している諸課題と主体的に

かかわる態度を身に付けている。 
 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

短期大学部 
保育学科 62 単位 有・無 なし

総合文化学科 62 単位 有・無 なし

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：ホームページにて公表。 

松江キャンパス：http://matsuec.u-shimane.ac.jp/campus/map/index.html 
 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考（任意記載

事項） 

短期大学部 

保育学科 

390,000 円

県内生 112,800 円

県外生 169,200 円 
28,000 円実習等経費 

総合文化学科 県内生 112,800 円

県外生 169,200 円 
17,000 円実習等経費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）学業や学校生活全般に関する質問や相談、あるいは個人的な指導等を受けるための

時間（オフィスアワー）を全専任教員が設定している。また、教員に対し気軽に何でも相談

できる相談会を実施したり、履修登録相談を行ったりしている。また、ＴＡ・ＳＡ制度等を

設け、教員の教育研究業務の補助を行うことで手当の支給を受けるだけでなく、自分自身の

能力向上を図ることができる機会を用意している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）キャリア支援を担当する部署を設置し、学生がいつでも相談できる環境を整えてい

る。また、ゼミ教員と保護者、また学生本人も含めた二者ないし三者面談を実施し、1 年次

から進路を見据えた教育・学修が行われるよう取り組んでいる。各種資格試験への助成制度

もあり、社会で必要とされるスキルの修得を支援している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）毎年１回の健康診断に加え、医務室を設置し、常駐の看護師や保健師が健康面での

悩みや相談を受け付けている。また、精神科医の校医による精神保健相談や臨床心理士の資

格を持つ本学教員、認定心理カウンセラーが常駐する学生サポート室等、相談内容によって

適切な職員が窓口となって対応している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：ホームページにて公表。http://www.u-shimane.ac.jp/announce/tanki/ 
 

 



◆実務経験のある教員による授業科目一覧（短期大学部）
学部 学科 科目群 科目名 担当教員 単位数

1 全学 全学 基礎科目 しまね地域共生学入門 外部講師招聘 2
2

2 短期大学部 共通 基礎科目 文学 山根 繁樹 2 教育機関において勤務経験あり(高等学校教諭)
3 短期大学部 共通 基礎科目 音楽 新倉 健 2 教育機関において勤務経験あり（高等学校教諭）
5 短期大学部 共通 基礎科目 数学 奥村　泰麿 2 教育機関において勤務経験あり（中学校教諭）
6 短期大学部 共通 基礎科目 しまねボランティア研修 目次　和恵 1 教育機関において勤務経験あり（中学校教諭）
7 短期大学部 共通 基礎科目 健康スポーツⅠ 梶谷 朱美 1 教育機関において勤務経験あり(小学校教諭)
8 短期大学部 共通 基礎科目 健康スポーツⅢ 山本 ユミ 1 ダンススタジオでの勤務経験あり（インストラクター）

9
9 短期大学部 保育 基礎科目 海外語学研修計画 Dustin Kidd 1 教育機関において勤務経験あり(高等学校教諭)

10 短期大学部 保育 基礎科目 海外語学研修 Dustin Kidd 2 教育機関において勤務経験あり(高等学校教諭)
11 短期大学部 保育 専門科目 表現とコミュニケーション 園山土筆、有田幸、田中小百合 1 教育機関において勤務経験あり（保育士）
12 短期大学部 保育 専門科目 読み聞かせの実践 菊野雄一郎、岩田裕子、尾崎智子、内田絢子 2 教育機関において勤務経験あり（小学校教諭、養護学校教諭）
13 短期大学部 保育 専門科目 保育内容演習Ⅰ 梶谷朱美、渡邉寬智、小林美沙子、小山優子 1 教育機関において勤務経験あり(小学校教諭)
14 短期大学部 保育 専門科目 保育内容演習Ⅱ 梶谷朱美、渡邉寬智、小林美沙子、小山優子 1 教育機関において勤務経験あり(小学校教諭)
15 短期大学部 保育 専門科目 特別支援教育   西村 健一 1 教育機関において勤務経験あり(養護学校教諭)
16 短期大学部 保育 専門科目 幼児理解と教育相談   菊野雄一郎、曽田裕子 2 教育機関において勤務経験あり（幼稚園教諭）
17 短期大学部 保育 専門科目 子ども家庭支援の心理学 小村 俊美 2 児童施設・児童相談所・精神保健福祉センターでの勤務経験
18 短期大学部 保育 専門科目 子どもの保健 前林 英貴 2 医療機関において臨床経験あり
19 短期大学部 保育 専門科目 幼児と健康   梶谷 朱美 1 教育機関において勤務経験あり(小学校教諭)
20 短期大学部 保育 専門科目 保育内容・健康の指導法 梶谷朱美、藤原洋子 1 教育機関において勤務経験あり(小学校教諭)
21 短期大学部 保育 専門科目 子どもの健康と安全 前林英貴、竹原康江 1 教育機関において勤務経験あり（保育士）
22 短期大学部 保育 専門科目 乳児保育Ⅰ  前林 英貴 2 医療機関において臨床経験あり
23 短期大学部 保育 専門科目 乳児保育Ⅱ  青山 啓子 1 教育機関において勤務経験あり（保育士）
24 短期大学部 保育 専門科目 障害児保育Ⅰ 小脇洋、椙原晴美、門脇志真 1 教育機関において勤務経験あり（幼稚園教諭、小学校教諭）
25 短期大学部 保育 専門科目 障害児保育Ⅱ 曽田 裕子 1 教育機関において勤務経験あり（幼稚園教諭）
26 短期大学部 保育 専門科目 社会的養護Ⅱ   藤原 映久 1 児童相談所において勤務経験あり
27 短期大学部 保育 専門科目 子育て支援 山尾 淳子 1 教育機関において勤務経験あり（幼稚園教諭）
28 短期大学部 保育 専門科目 保育教職実践演習 渡辺一弘、梶谷朱美、渡邉寬智、小林美沙子 2 教育機関において勤務経験あり(小学校教諭)
29 短期大学部 保育 専門科目 教育実習指導 小林美沙子、青山啓子 1 教育機関において勤務経験あり（保育士）
30 短期大学部 保育 専門科目 保育実習ⅠＡ指導 菊野雄一郎、青山啓子 1 教育機関において勤務経験あり（保育士）
31 短期大学部 保育 専門科目 保育実習ⅠＢ指導 宮下裕一、藤原映久 1 児童相談所において勤務経験あり
32 短期大学部 保育 専門科目 保育実習ⅠＢ 宮下裕一、藤原映久 2 児童相談所において勤務経験あり
33 短期大学部 保育 専門科目 保育実習Ⅱ指導 渡辺一弘、青山啓子 1 教育機関において勤務経験あり（保育士）
34 短期大学部 保育 専門科目 保育実習Ⅲ指導 宮下裕一、藤原映久 1 児童相談所において勤務経験あり
35 短期大学部 保育 専門科目 保育実習Ⅲ 宮下裕一、藤原映久 2 児童相談所において勤務経験あり
36 短期大学部 保育 専門科目 音楽ⅡＡ（ピアノ） 山城裕子、内田真理子、田中加菜 1 教育機関において勤務経験あり（中学校教諭）
37 短期大学部 保育 専門科目 音楽ⅡＢ（ピアノ） 山城裕子、内田真理子、田中加菜 1 教育機関において勤務経験あり（中学校教諭）

38
38 短期大学部 総合文化 基礎科目 コンピュータ・リテラシーⅠ 小倉 佳代子 1 教育機関において勤務経験あり（高等学校教諭）
39 短期大学部 総合文化 基礎科目 コンピュータ・リテラシーⅡ 小倉 佳代子 1 教育機関において勤務経験あり（高等学校教諭）
40 短期大学部 総合文化 基礎科目 コンピュータ・リテラシーⅢ 小倉 佳代子 1 教育機関において勤務経験あり（高等学校教諭）
41 短期大学部 総合文化 基礎科目 コンピュータ・リテラシーⅣ 小倉 佳代子 1 教育機関において勤務経験あり（高等学校教諭）
42 短期大学部 総合文化 専門科目 文化情報表現法 加藤暢恵、大塚茂、小倉佳代子 2 教育機関において勤務経験あり（高等学校教諭）
43 短期大学部 総合文化 専門科目 文化情報誌制作 山根繁樹、鹿野一厚、大塚茂 2 教育機関において勤務経験あり(高等学校教諭)
45 短期大学部 総合文化 専門科目 英米の社会と文化 Dustin Kidd 2 教育機関において勤務経験あり(高等学校教諭)
46 短期大学部 総合文化 専門科目 文学と文化Ⅰ(日本近代文学A) 山根 繁樹 2 教育機関において勤務経験あり(高等学校教諭)
47 短期大学部 総合文化 専門科目 文学と文化Ⅱ(日本近代文学B) 山根 繁樹 2 教育機関において勤務経験あり(高等学校教諭)
48 短期大学部 総合文化 専門科目 日本文化特論Ⅰ(妖怪学) 小泉 凡 2 文化施設の管理運営に関する勤務経験あり
49 短期大学部 総合文化 専門科目 英米の言語と文化Ⅱ Dustin Kidd、中井誠一 2 教育機関において勤務経験あり(高等学校教諭)
50 短期大学部 総合文化 専門科目 英米の言語と文化Ⅲ 玉木祐子 2 教育機関において勤務経験あり（高等学校教諭）
51 短期大学部 総合文化 専門科目 中国の言語と文化Ⅰ 鳥谷聡子 1 教育機関において勤務経験あり（中学校教諭）
52 短期大学部 総合文化 専門科目 中国の言語と文化Ⅱ 鳥谷聡子 1 教育機関において勤務経験あり（中学校教諭）
54 短期大学部 総合文化 専門科目 へるん探求 小泉凡、松浦雄二 1 文化施設の管理運営に関する勤務経験あり
55 短期大学部 総合文化 専門科目 文化とガイド Dustin Kidd 2 教育機関において勤務経験あり(高等学校教諭)
56 短期大学部 総合文化 専門科目 読み聞かせの実践 岩田裕子、尾崎智子、内田絢子、沼田友美 2 教育機関において勤務経験あり（小学校教諭、養護学校教諭）
57 短期大学部 総合文化 専門科目 総合文化研修計画Ⅱ Dustin Kidd 1 教育機関において勤務経験あり(高等学校教諭)
58 短期大学部 総合文化 専門科目 総合文化研修Ⅱ Dustin Kidd 2 教育機関において勤務経験あり(高等学校教諭)

30

全学共通科目合計単位数

短期大学部共通科目合計単位数

保育学科科目合計単位数

総合文化学科科目合計単位数


